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第８号 

羽村市史編さんだより 平成２９年１月 
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部会の手帖 

市史編さんの足あと  

コラム「ちっとんべぇ」  
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 中世、杣保といわれるこの周辺一帯を支配した三田氏の創建とされる、

根がらみ前水田を望む龍珠山一峰院。大晦日に除夜の鐘をつきに訪れた方

も多いのではないでしょうか。 

 江戸時代、多摩川が増水したときには、近隣の村々から玉川上水取水堰

の普請の人足を要請するため、この鐘が鳴らされたそうです。 

  一峰院鐘楼門【羽村市指定有形文化財】 
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9 月 30 日（金）に開催された第 5 回羽村市史編さん委員会において、平成 29 年度以降順次刊行予

定の『羽村市史資料編』の体裁等について意見を伺い、その後羽村市史編さん本部において承認され

ました。資料編はＡ4版の大きさで、写真や図版はカラー印刷を基本として編集します。平成 29年度

については、「近現代図録編」「中世編」の刊行を予定しています。  

 

▲第 2回羽村市史関連講座の様子 

職 名 氏 名 選出区分 備 考 

委員長 浜田 弘明 学識経験者 第 3部会長 桜美林大学教授 

副委員長 島田哲一郎 羽村市教育委員会 教育委員会委員 

委 員 

深澤 靖幸 

学識経験者 

第 1部会長 府中市郷土の森博物館学芸係長 

白井 哲哉 第 2部会長 筑波大学教授 

白井 正明 第 4部会長 首都大学東京准教授 

菊池 健策 第 5部会長 元文化庁主任文化財調査官 

白井 裕泰 羽村市文化財保護審議会 文化財保護審議会会長 

宮川  修 羽村市農業委員会 農業委員会会長 

増田 一仁 羽村市商工会 商工会会長 

和田   豊 羽村市町内会連合会 町内会連合会会長 

顧 問 櫻沢 一昭 － 元羽村市文化財保護審議会会長 

 

『羽村市史資料編』の体裁固まる 

表紙の写真  

Ｎ ｅ ｗ ｓ

第２回羽村市史関連講座を開きました 

 11 月 26 日（土）、生涯学習センターゆとろぎ講座室 1で、

第 2 回羽村市史関連講座「山と川と坂と～羽村市とその周辺

の大地の営み～」を開きました。羽村市の地形を特徴づける

市西部の坂や山が川の作用と関わってどのようにできたの

か、その大地の営みについて、羽村市史編さん部会第４部会

長の白井正明さんにお話しいただきました。 

羽村市内や周辺をくまなく歩いて得られた地形・地質調査

の結果や、数千万年前からのプレートの動きにまでさかのぼ

った関東周辺の大地の成り立ちなど、ズームイン・ズームア

ウトを織り交ぜた講師のお話に、多くの参加者が熱心に耳を

傾けました。 

今後も各部会の活動の成果を講座でお伝えしていきますの

で、ぜひご参加ください。 

第２期羽村市史編さん委員会委員を紹介します  



 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 集 江戸時代のはむら 
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●江戸時代のはむら 

江戸時代とは徳川家康が関東に入府し、幕府を開

いてから明治維新に至る 260 余年間を指します。現

在の羽村市域は当時どのような所だったのでしょう

か。知っているようで知らない“はむら”の江戸時

代の概観を追っていきます。 

 羽村市域には当時、現在の住所にも名残のある「羽

村」「川崎村」「五ノ神村」の 3つの村がありました。

「羽村」は現在の「羽東」など羽の付く地区、小作

台・栄町・緑ヶ丘・富士見平周辺にあたります。「川

崎村」は川崎・神明台・双葉町・玉川周辺、「五ノ神

村」は五ノ神・緑ヶ丘・富士見平周辺がそれぞれの

村域でした。 

江戸時代の村々は幕府や大名・旗本等によって支

配されており、羽村・五ノ神村は幕府代官、川崎村

は幕府代官及び複数の旗本に治められていました。 

 
当時の村の姿を今に伝える史料に、名主の家に残

された「村明細帳」というものがあります。村の人

口や戸数、石高（村の生産性を米の収穫量に換算し

た単位、１石は約 1000合）、税の負担や農間稼ぎ（農

業の合間に行っていた金銭を得るための仕事）など、

様々な情報が記されています。「村明細帳」から 3つ

の村の姿を見ていきましょう。 

●村明細帳からみた「羽村」 

羽村には江戸時代を通じ、おおよそ 300 戸前後、

1200人ほどが暮らしていました。村の石高は正保年

間(1644～1648年)は約 270石で、宝暦 9年(1759)に

は新田分を含み約 981 石と、100 年の間に 3.5 倍以

上に増加し、「羽村千石」と称される村に成長します。 

 多摩川に隣接し、河川の氾濫による田畑の流失を

防ぐための普請などの負担はありましたが、漁場を

設けて川の恩恵も享受していました。たたた。     

あまた、小作緑地辺りは幕府が材木の確保を目的

に管理する「御林
おはやし

」があり、松や雑木が立ち並ん

でいました。 

 農業の傍ら、男性は薪炭の運搬や日雇い作業を

行い、女性は養蚕のほかに紬
つむぎ

・木綿を織り、お金

を稼いでいました。 

●村明細帳からみた「川崎村」 

 川崎村には、おおよそ 120戸、500人ほどが暮

らしていました。石高は正保年間には約 280石、

宝暦11年(1761)には約364石と1.3倍に増加して

います。 

 羽村と同様に農業の合間に男性は荷物の運搬、

女性は養蚕のほか青梅縞・黒八丈などを織ってい

たことも記されています。また、多摩川で鮎漁も

行われていたようです。 

諸商業についての記録も多く、紙や蝋燭などを

取り扱う小物商・草履
ぞ う り

草鞋
わ ら じ

酒商・馬医者・大工・

農具の鍛冶屋などの職業に就いている人の記録が

残り、様々な営みがあったことがうかがえます。 

●村明細帳からみた「五ノ神村」 

五ノ神村は 25戸ほど、110人前後が暮らしてい

ました。石高は正保年間が約 5 石で、宝暦 11 年

には約 69 石と、14倍近くに増加しています。五

ノ神村は一見すると羽村・川崎村の 2村と比較し

て生産性の低い村だったように見えますが、明細

帳には「当村ニ水呑百姓ハ無御座候（この村には

水呑み百姓はおりません）」と記されており、田畑

を持たない貧しい農民はいなかったようです。 

他の 2村と同様に農業の合間に男性は荷物の運

搬・日雇い作業、女性は養蚕と織物をし、名産品

として青梅縞などの織物が記されています。 

また、幕末から明治にかけて村内で商家や酒造

業を営む家も存在したことが記されています。 

 
▲江戸時代を担当する第2部会調査風景 

（市内旧家にて） 
 

（羽村市全図より作成)

700m 



 

 

 

 

部会の

手帖 
 

▲市内旧家に残された史料 

第 2部会では、引き続き市内に残されている

古文書の調査を進めています。現在は主に旧五

ノ神村・旧川崎村の地域を対象に調査を行って

います。当時村政を担っていた家からは、各村

の村況が記されている古文書や村々の旧景が

描かれている絵図など多様な史料が確認でき

ます。 

また、資料編の刊行に向けて、これらの調査

で発見された個々の史料の内容を把握し分析

する作業を行っています。 

 

 

第２部会  ～近世～ 

▲調査中の土器の接合関係を示す図面と 

 調査報告書 

縄文班は、引き続き土器の接合関係を整理

し、図面と本物の土器の照合を進めています。

また、住居址などの図面のデジタルトレースを

行いました。基礎的な情報の収集から、その情

報の持つ内容の分析へと進行しています。 

 中世班は、市内に残る石造供養塔と近隣自治

体に所在する文書史料の調査がほぼ終了し、資

料編の編集に向けて、調査漏れが無いかの確認

と内容の詳細な分析作業、筆耕作業を継続して

います。 

 

第１部会  ～原始・古代・中世～ 

各部会の活動の様子を紹介します。 
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用語の解説 
  

デジタルトレース…図面や実測図をパソコン

に取り込み、専用ソフトを使用してト

レースすること。デジタルデータによ

り、編集・補正が容易になる。 

筆耕…古文書の原文書を、読み方はそのまま

に現在の文字に書きおこすこと。 

 



 

  

 

▲庁舎内に設置した定点カメラより草花丘

陵を望む 

気候班は11月中旬に秋の観測を行いました。

日中はぽかぽかと暖かく、富士見公園では紅葉

がまっさかりでした。秋の移動性高気圧に覆わ

れ、観測日和でした。 

 地形・地質班は、近隣市町村の礫層調査を続

けています。冬の本調査を前に調査地点周辺の

下見を行いました。 

 生態班では、9月に続き 11 月にも市内に出没

したイノシシの目撃情報を収集しながら、今後

の情報にも注目していきます。  

 

第４部会  ～自然～ 

▲松本神社絵馬撮影風景 

第 3部会では引き続き、羽村のみならず市外

図書館及び資料館にも足を運びながら資料調

査を進めています。11 月に松本神社の絵馬の調

査を実施したところ、軍人絵馬や下田製糸の女

工絵馬等が奉納されていたことが判明したた

め、写真撮影を行いました。 

さらに同時並行して近現代の羽村について

の理解を深めるうえでの聞き取り調査を進め、

11 月・12 月に横田基地や区画整理に関してお

話を伺いました。 

 

第３部会  ～近代・現代～ 

▲古写真確認作業中の第 5部会員 

 市民の皆様にご協力いただき実施してきた

聞き取り調査では、貴重なお話を伺えたことは

もちろん、新たな資料の発見も相次いでいま

す。ご協力ありがとうございました。今後、さ

らに補充のための聞き取り調査を行い、細かな

視点での生活の様子を明らかにしていきます。 

 また、昭和 30 年代以降の生活の様子を視覚

的に捉えるため、市役所に保管されている古写

真を調査しました。懐かしい風景や着ているも

の、髪型などから重要な情報を得ることができ

ました。 

 

第５部会  ～民俗～ 
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市史編さんの足あと 

 

 

 

 

 

月 日 できごと 

11 月 13日(日) ④ 気温の移動観測・風向風速の

観測 

16日(水) ⑤ 古写真確認調査 

17日(木) ③ 市内資料調査 (小作) 

25日(金) ③ 市外史料調査（一橋大学図書館） 

26日(土) 第 2 回羽村市史関連講座 

30日(水) ② 郷土博物館収蔵資料調査 

12 月 14日(水) ③ 聞き取り調査（個人） 

15日(木) ③ 市外史料調査（一橋大学図書館） 

19日(月) ④ 気温観測データ（定点）の回収 

21日(水) ① 中世史料調査（青梅市） 

26日(月) ④ 礫層調査（青梅市） 

27日(火) ③ 市役所内書庫公文書保管状況

確認 

月 日 できごと 

平成 

28年

10月 

 

 2日(日) ② 郷土博物館収蔵資料調査 

11日(火) ③ 市外史料調査（武蔵村山市) 

12日(水) ④ 礫層調査（昭島市） 

13日(木) ② 市内史料調査（五ノ神） 

※以後定期的に実施 

15日(土) 羽村市史編さんだより 第7号発行 

17日(月) 第 9 回羽村市史編さん本部会議 

18日(火) ③ 聞き取り調査（個人宅） 

19日(水) ③ 市外史料調査（一橋大学図書館） 

④ 礫層調査（青梅市） 

23日(日) ① 郷土博物館収蔵資料調査 

27日(木) ① 郷土博物館収蔵資料調査 

11月  2日(水) ③ 市外史料調査（一橋大学図書館） 

 8日(火) ① 郷土博物館収蔵資料調査 

 9日(水) ③ 市外史料調査（一橋大学図書館） 

 

▲左端に軍人が描かれた絵馬  

 ※「ちっとんべぇ」とは、羽村の昔ことばで 
「ちょっと、少しばかり」という意味です。 

 神社に参拝した際に無病息災や受験合格など

を祈願して奉納する絵馬。初詣で絵馬に今年の

願い事を書きこんだ人もいるのではないでしょ

うか。絵馬を奉納したことはなくても神社の境

内に掛けられている光景は目にしたことがある

と思います。 

このような手のひらサイズの絵馬のみなら

ず、ノートサイズの絵馬、ひいては畳サイズの

絵馬まで多種多様の絵馬が神社に奉納されてい

ます。また絵馬に描かれている図柄も神社によ

って異なり、その地域の歴史や風俗が如実に描

かれているものが数多く存在します。 

例えば、羽村の松本神社の社殿には約 130 点

もの絵馬が奉納されており、そのなかには下田

製糸（大正 5 年操業）の女工と思われる人物や

軍服を着用した男性が描かれているものがあり

ました。軍人絵馬の裏面には「昭和拾弐年九月

二十九日」と記されており、同年 7 月に勃発し

た盧溝橋事件の 2 か月後に奉納されたことがわ

かります。中国との全面的な戦争が始まったこ

とで、羽村においても総力戦に向けた地域社会

が日増しに形成されつつあったことを示す貴重

な資料であるといえるでしょう。 

このように絵馬は当時の社会を絵で表現した

貴重な資料であるとわかります。歴史の研究手

法として、文書資料のみならず、このようなモ

ノの表象からもその時代を読み解くことが出来

るのです。これも歴史の面白さといえるでしょ

う。（R.S記） 
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第 8 回 「時代を映す絵馬」 

 

コラム 
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※①～⑤は部会の数字です。（例）① ⇒ 第 1 部会 
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